
SPring-8 利用者情報／2001年３月　93

SPring-8の現状

今期の委員会は、利用研究課題の中に新しい制度

を創設しました。特定利用制度がそれですが、これ

については、利用者情報誌のVol. 5, No. 2（2000年3

月）に経過と内容、選定作業の方法、委員会の構成、

課題審査、利用期間、ビームタイムの配分、中間・

事後評価などについて詳しい報告をいたしました。

また、2000Bと2001A期に課題募集を行って、すで

に合計4件の課題が選定されて、実験が行われてい

ます。今年のSPring-8シンポジウムでは、これらの

課題の進捗状況と成果についての報告が行われる予

定になっています。

2000Bと2001A期の特定利用の課題選定について

の報告も、利用者情報誌の中のそれぞれの期の課題

審査報告の中で簡単に触れています。一般課題の場

合は、権利保護の観点から課題名の公表は実験終了

後にしか行われませんが、特定利用課題の場合は課

題名や選定理由も公表されています。これについて

も利用者情報誌に掲載されています。

ここで審査基準をもう一度確認しておくことは、

今後申請を考えておられる研究者の方々の参考にな

る事と思いますので、再掲載をします。

この制度における利用研究課題（以下、特定課題

とする）の審査は、これまでの6ヶ月を有効期限と

する共同利用の選定基準に加えて、

（1）長期の研究目標、研究計画が明確に定められて

いること

（2）SPring-8を長期的、計画的に利用することに

よって、

1）科学技術分野において傑出した成果が得ら

れること、

2）新しい研究領域及び研究手法を開拓できること、

3）産業基盤技術を著しく向上させること、

を考慮して行われます。

特に、（1）に記された「長期の研究目的や計画が

明確に定められていること」は審査基準の根幹であ

り、単にいろいろな試料を取り替えつつ長期間のビ

ームタイムを占有したい、という事でないことは当

然です。更に、SPring-8を使わなければできない研

究課題であることが明確に示されていることも必要

です。また、使用を希望するビームラインの担当者

との事前の打ち合わせも十分に行う必要がありま

す。ビームタイムの配分はその期のユーザータイム

全体の20％が上限として決められています。仮に

200シフトのビームタイムがあるとすると、40シフ

ト（約13日間）となるわけですが、これだけのビー

ムタイムの中で試料セットから一連の測定を行うこ

とが、必ずしも十分とは言えない実験もあり得ると

考えられます。その意味で、与えられたビームタイ

ムを効率的に使うためには、ビームライン担当者の

理解やサポートが必要になるのは当然でしょう。

審査は2段階で行われますが、制度としては第1段

階の書類審査を通った課題が第2段階の面接審査に

残ることになっています。しかしこれまで2回の審

査では、すべての課題について面接を行いました。

その際には当然の事ながら、研究内容が審査委員に

良く理解できるような提示がされていること、

SPring-8を使う必然性が明確に示されていること、

説得力のある研究計画が示されることなどが重要な

ポイントになります。

この制度の枠組みは今後変更される可能性もあり

ますが、まずは現行の枠組みの中で続々と優れた成

果が生まれてくる、という状況になることが必要で

す。それらの成果が呼び水となって、さらなる新し

い研究分野が生まれることも期待できます。今後も

たくさんの優れた研究課題の応募があることを期待

しています。
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